
� 広島県呉市の国道185号広大橋は、周辺に多くの学校・商業施設が集中し、特に朝夕の通勤・通学時間帯には

多くの⾃転⾞・歩⾏者が通⾏しています。

� しかし、歩道の幅員が1.4mと狭く、⾃転⾞同⼠のすれ違いが困難で、非常に危険な状況でした。

� その対策として整備を進めていた「広⾃転⾞歩⾏者道」が平成28年3月22⽇に完成。⾃転⾞及び歩⾏者が

安全・安心に通⾏できる歩⾏空間を確保しました（上り側は平成26年度完成）。

●国道185号広⾃転⾞歩⾏者道が完成（H28.3.22）

■整備前の状況
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